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２．採用後に取り組む研究について 

（以下の各項目について簡潔に記載下さい。本項目のページ数：5 ページ以内） 

 

（１）研究の概要 

・本欄には、本提案に係る概要を日本語の場合は 100 字程度で、英語の場合は 50 ワード程度で記載して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）研究計画等 

・本欄には、研究目的、研究計画・方法・場所、研究成果、業績、その他アピールしたいことについて自由に記述して下さい。ま

た、必要に応じて図表を入れることも可とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

弦理論は統一理論の有力候補ですが, ある近似に依存しておりその限界を越えるのが課題です. そ
の鍵となるのが膜を重要な自由度とするM理論です. 未解明である膜の量子論的性質に行列模型・
AdS/CFTという 2つの定式化を融合させて迫ります.

1 研究目的

1.1 要旨

統一理論の有力候補である弦理論の最大の課題は非摂動効果の理解にあります. その鍵となるのが
非摂動効果で重要なM理論を量子論レベルで理解することです. その第一歩として, M理論の重要な
自由度である膜の最も基本的な量子論的物理量— (a)「振動スペクトルへの量子補正」(b)「膜の分裂
(合体)による相互作用の遷移振幅」を計算することが本研究の第一の目的です. そのために第二の目
的として, M理論の物理量を量子論レベルで計算する手法 (定式化)を確立させることを目指します.

具体的には, 私が [業績リスト 6]で導入した 1/J 展開を用い, 「行列模型」「AdS/CFTを通じた 3

次元ゲージ理論 (ABJM理論)」という 2つのM理論の定式化 (の候補) で独立に物理量 ((a)(b))を
計算し結果を比較します. 結果が一致すれば計算結果の信頼性を担保しつつM理論の量子的性質を調

べる枠組みになり 2つの定式化を同時に確立させることができます.

1.2 学術的背景–弦理論研究の意義と課題と現状–

自然界の基本相互作用の一つである重力はアインシュタインの一般相対論により古典的には良く理
解されています. しかしミクロな世界を支配する量子論と無矛盾な形で重力を理解する事は実は極め
て難しい問題です.

重力以外の基本的相互作用 (電磁力・核力)はゲージ理論– 電磁場の各成分が行列になるように拡張
された電磁気学–によって量子論的に理解できています. 物理学の大きな目標の一つは全ての基本相互
作用を統一的に理解することですが, その前に立ちはだかるのが上の量子重力の問題です. 量子重力の
問題は宇宙の始まりといった時空の基本的性質を理解する上でも避けて通れません.

観測されている一般相対論による重力の記述を低エネルギーで再現し, 同時に量子論の諸原理と無
矛盾であることがわかっている現時点で唯一の理論的枠組みが弦理論です. 弦理論とは全ての素粒子
は実は「ひも」であるという仮定に基づいた理論です. 弦理論は重力以外にゲージ理論とも深い関係
を持ち, 全ての相互作用を統一的に理解する可能性を秘めています.

しかし, 弦理論を統一理論として,量子重力理論として確立するためには大きな問題—「非摂動」の
問題—を解決する必要があります. 弦理論のひもは分裂や合体をすることによって相互作用するので



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すが, この相互作用が緩やかにしか起らないという仮定の下でしか, 今日の弦理論は定義されていない
のです. 一般にこのような「摂動近似」の描像と理論の真の振舞いは全く異なるものになり得ます. (重
要な例としては超伝導やクオーク閉じ込めが挙げられます.) 弦理論自体の現在の理解は極めて不十分
なものなのです.

1.3 何をどこまで明らかにするか

私は非摂動の問題を解決する重要な鍵は「M理論」を量子論レベルで理解することだと考えていま
す. 「M理論」とは弦理論が相互作用の強くなる (非摂動的な)ある極限で, 弦ではなくむしろ膜を自
由度とする理論に「化ける」, という驚くべき予想です. M理論は弦理論の非摂動的現象のなかで最も
顕著なものであるに留まらず, その存在を仮定するだけでその他の様々な非摂動現象を見通しよく理
解することができるようになる強力なアイディアです. しかしその重要性にも関わらず, M理論の理
解は現状殆ど古典論のレベルに限られ, 量子論的な性質の理解は極めて不十分な段階 1 にあります.

その最大の理由はM理論自体の定式化が未確定であることです. ここで定式化とは,基本的自由度
を同定すること, それによる作用函数 (あるいは運動方程式)を確定させることです. 定式化が確定し
なければ, 原理的にすら様々な物理量を計算することができません. M理論の定式化の有力候補とし
ては「AdS/CFT対応」と「M理論の行列模型」があります. 「AdS/CFT対応」とは—ここで考える
場合については— ある特定の空間上のM理論がABJM理論とよばれるある特定の 3次元ゲージ理論
と等価である, とする予想です. 「M理論の行列模型」とはM理論が行列を自由度とする特定の量子
力学系で記述できる, とする提案です.

本研究の目的はM理論の膜の量子論的な物理量として最も基本的な「(a)膜の振動スペクトルの量
子補正」「(b)膜自由度の分裂 (合体)による相互作用」を (後述する近似の下で) 計算することです. 同
時にこの計算を行なう手法 (M理論の定式化)である「AdS/CFT対応」「M理論の行列模型」の 2

つを (この近似のレベルで)確立させることを目指します.

1.4 「予想される結果と意義」及び「特色・独創的な点」

一般にM理論の膜に関する物理量を 何らかの定式化 (の候補)によって計算してもそれが「正しい」
結果であることを保証するのは難しい問題です. これはM理論そのものが, いわば間接的に, 極限に
よって定義されていることに起因します. 2 例外は低エネルギーで膜が点粒子につぶれる極限で, その
場合は重力理論の予言と比較できるのですが, それでは膜の本質である「拡がり」の効果を捉えられま
せん.

私は先行研究 [6]で「拡がり」の効果が入った物理量に対しても「量子効果の計算を信頼性を担保し
つつ実行するにはどうすればよいか」という問いに答えられるアイデアを導入しました. これが本研
究の大きな特色です.

私は AdS/CFT対応の一部のセクター (ある種の角運動量 J の大きい状態)に着目しました. この
領域ではM理論をある種の行列模型で近似的に記述できます. また ABJM理論でも 1/J を展開パラ
メータにして物理量を計算できます. つまり, M理論を 2つの独立な定式化 (模型)で同時に記述でき
るようになるのです.

1例外的に BPSとよばれる対称性による制約が強い物理量は計算しやすいのですが, 反面, 動的な情報に乏しいという欠
点があります.

2原理的には全ての物理量を計算ないし定義する枠組みを決めてそれらの物理量が全ての無矛盾性条件を満たす事を示せ
ばよいのですが, 現状からその目標までには大きな隔たりがあります.



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私のアプローチではABJM理論と行列模型という 2つの定式化で物理量を計算し比較できます. 独
立な計算結果が一致すれば, これらの定式化がM理論の物理を正しく捉えていることの強い証拠とな
ります. 3 逆に計算結果が一致しなければ,「行列模型がM理論を記述する」「ABJM理論がM理論を
記述する」の少なくともいずれか一方が (考えた物理量のレベルで)成立しない事がわかります. これ
はこれらの定式化について初めての明確な否定的な結果となり学術的に大きなインパクトがあります.

!
= を検証すれば 2 つの ?

= を同時に示せる. (すなわち,
ABJM理論と行列模型がM理論を正しく記述している事
が示せる)

2つの定式化を同時に用いるというのはシンプルなアイ
デアですが 2つの独立な定式化の計算結果をつきあわせ
る事により, 計算結果の正当性を実証しつつM理論の量
子論的性質に迫れるのです.

このアプローチの更なる利点は「行列模型」と「AdS/CFT

対応を通じたABJM理論」の記述が相補的になってい
るところにあります. 行列模型では模型の定義 (大 N 極
限=行列サイズを無限大にする極限の取り方)や正しい対
称性を持つかどうかの理解に難がある反面で, 膜の自由度
がどのように行列自由度であらわされるかは良く分って
います. 対して AdS/CFT対応では模型の定義や対称性は明解である一方で, いかに行列自由度が膜
自由度と対応するかの理解に難があります. 2つの定式化を組合せる事でお互いの欠点を補いあう形
で行列模型・ABJM理論によるM理論の記述そのものの理解が進む事が期待できます. 実際既に [6]

では行列模型での大N極限が角運動量Jと深く関っているという新しい知見を得ることができました.

更に, 膜の振動状態がABJM理論でどのような演算子 (モノポール演算子)で表現されるかを初めて明
らかにしました. これは行列模型と比較することによって初めて得られたABJM理論でどのように膜

の自由度が記述されるかについての大きな進展です.

2 研究計画・方法と「工夫」

前述のように私は行列模型・ABJM 理論各々で対応する物理量を独立に計算し比較します. 結
果が一致すれば,M理論が量子的なレベルで行列模型・AdS/CFTにより記述される事を確立でき
ます. 行列模型と ABJM 理論間で本研究 (a)(b) で調べる物理量をまとめたものが下の表です. 4

行列模型 ABJM理論
膜の量子状態 モノポール演算子
エネルギー (a) 共形次元 (a)

分裂過程の遷移振幅 (b) 3点相関関数 (b)

(b)では私が [14]で発見した分裂過程の遷移振幅と演算子
の 3点相関関数を結びつける関係式を用います. 5

行列模型側の計算は (a) 私は [6]で最低次の結果を得た
のですが 1/J展開の次の項 は正に私の狙いであるスペク
トルへの量子補正になります. すでに一部の状態につい
て (別の文脈で)量子補正が計算されています (Dasgupta

et al. JHEP 0205 (2002) 056). 私はこの計算を拡張し, より一般の振動状態についての計算を行います.

(b) 膜の分裂過程は行列模型の一種のトンネル効果となります. トンネル効果による遷移振幅は, 所謂
インスタントンによって準古典的に計算できます. 私は既に [3]でこのインスタントンを記述する偏微
分方程式が実は変数変換によって 3次元ラプラス方程式にマップできることを明らかにしました. 私
はこのマップを用いて偏微分方程式の解空間 (所謂モジュライ空間)上の積分を鞍点法を援用して実行
し遷移振幅を計算します.

32つの独立な定式化が偶々全く同じだけ真の値とずれた結果をだすということは非常に考えにくいからです.
4共形次元とは演算子のスケール変換に対する応答を特徴づける量です.
5[14]では弦自由度を対象とする AdS/CFTを調べていたのですが, そこでの議論は基本的に対称性に基づいた一般的な

ものであるため, 本研究で扱う膜自由度についての AdS/CFTでもこの関係式は成り立ちます.



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ABJM理論側の計算では (a)(b)共に近年発達の著しい共形ブートストラップと呼ばれる手法を適用
するのが私の「工夫」です. この手法は理論の対称性を最大限に用いた強力なもので, 私の [6]で得た
1/J 展開の最低次の結果をインプットとすると, アウトプットとして, 上で述べた行列模型の計算と
ちょうど対応するABJM理論の物理量 (共形次元と 3点相関関数)が得られるようになっています. 6

3 業績について

本研究で用いる共形ブートストラップでは数値的な取り扱いも必要になり得るのですが, 私には,[2]

で大自由度カオス系の有限時間リャプノフ指数を桁落ちを回避しつつ高精度で計算するアルゴリズム
を開発・実装するなど, 一定規模の数値計算をする能力があります.

本研究の最大の特色はM理論に対するAdS/CFTと行列模型 2つのアプローチを統合的に扱う 事
にあります. それを可能にする鍵が [6]で私が導入したM理論でのAdS/CFTへの 1/J展開の適用
です. この論文では非 BPSな膜の振動状態について行列模型と ABJM理論で振動スペクトルを計算
し, 実際にその一致を示しました. 膜の自由度に関する非BPSな物理量でAdS/CFT・行列模型を検証

した初めての成功例です.

また私は既にこの枠組みで—(b)のテーマである—行列模型での膜の分裂過程を 3次元ラプラス方
程式によって見通しよく扱う手法を開発しています (後述)[3]. これらの仕事は, 私がそれまで非摂動
の問題の解決を大きな目標として行なってきた研究の二つの柱—AdS/CFT対応 [15, 14, 11, 10, 7, 4]

とM理論の行列模型 [16, 13, 12, 9, 8]を融合させたようなものになっています.

中でも私は弦自由度に対するAdS/CFT対応 (ある特定の空間上の弦理論がある特定のゲージ理論
と等価になるという予想)への 1/J展開で基礎的な貢献をしています. この展開を使うと弦の拡りの効
果を含む物理量 (所謂 BMN演算子)を扱うことができます. 私は [15] [14]で弦の分裂過程の遷移振幅
とゲージ理論の演算子の 3点関数の関係を明らかにし, 実際に弦理論側の計算からゲージ理論の 3点
関数の計算結果を再現することに成功しました. 弦の拡り, 分裂相互作用の効果を含んでAdS/CFT対
応を検証した最初の成果の一つです. 本研究 (b)で扱う膜の相互作用の研究は正にこの研究の膜自由
版とも言えます. ( 本研究を行なう際に困難に直面した場合は, 道具立てがより充実している弦自由度
に対するAdS/CFTの 1/J 展開の結果 [14]を共形ブートストラップで解析する予定です. この問題は
AdS/CFT対応でのブートストラップの有用性を示すという意味でそれ自体として興味深いとともに,

膜自由度を対象とする本研究の良い雛形になります.)

また本研究 (b)で扱う膜の分裂過程は膜のトポロジー変化の一例です. 膜のトポロジーは私の今まで
の行列模型の研究での大きなテーマでした. 私は [16]で膜のトポロジーの情報が行列模型でどのよう
に現われるか, 初めて明らかにしました. さらに球面からトーラスへのトポロジー変化を捉える行列の
代数構造 [13, 12]を調べ, その様なトポロジー変化を示す具体的な行列模型を構成してもいます [9](素
粒子奨学会中村誠太郎賞受賞論文).

本研究の遂行に必要なAdS/CFT対応と行列模型の道具立てを私は今までの業績で開拓してきた
のだと自負しています.

6より詳細に述べますと共形ブートストラップでは一般に「外線」の演算子の情報 (共形次元等)及び「中間状態」の大雑
把な情報 (対称性の表現等)を与えると, 一定の仮定の下でアウトプットとして中間状態の共形次元・3点関数が (数値的な
いし解析的に)得られます. 外線としては厳密な結果が分っている BPS状態 (基底状態)が使えます. 中間状態は非 BPS状
態 (励起状態)ですが, これは既に私が [6]で得た 1/J 展開の最低次の結果をインプットとできます. これにより正に求めて
いる (a)非 BPS状態の共形次元 (への 1/J 展開の高次補正), (b)3点関数が得られる枠組みが得られるはずです.



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 研究場所・成果について

採用後は京都大学基礎物理学研究所で研究を行ないます. 受入先である杉本茂樹教授からは既に内
諾を得ています. 基研は現在日本国内最大とも言える弦理論研究の拠点です. 特に本研究の重要なテー
マの一つであるAdS/CFT対応で優れた業績をあげている杉本茂樹氏 (受入研究者), 寺嶋靖治氏, 高柳
匡氏, 疋田泰章氏がスタッフとして在籍しており, 議論や共同研究の場として申し分ありません. また
本研究で扱う共形ブートストラップの手法では一定規模の数値計算が必要になり得ますが, 基研には
十分な計算機環境があるのも大きなメリットです.

研究成果は学術論文として, また国際・国内会議 (研究会)により発表します.

5 展望 (その他アピールしたいこと)

私が本研究で調べるのは M 理論の膜自由度の最も基本的な量子的物理量です. これらを計算す
れば, M 理論の量子的側面に関するより深い理解が得られると期待しています. 私は [3] で膜の
分裂過程を記述する方程式が 3 次元ラプラス方程式と局所的に等価になることを示したのですが,

1つの膜が 2つに分裂する場合R3を 2つ用意し, 2次元のディスク
上 (斜線部)でリーマン面のように貼り合せる. 「電気力線」の本数
が J に対応する. 本図は J = 7の膜が J = 3, 4の 2つの膜に分裂
する過程に対応する.

ここで興味深いのは,分裂過程を記述す
る解が単純な R3 ではなく, 複数の R3

をあたかもリーマン面のように貼り合
せた空間を考えないと得られないこと
です. 弦の相互作用はリーマン面と深
く関係しており, これは今日の弦理論
の理解の本質的要素の一つです. M理
論における膜の物理に同様な構造 (い
わばその 3次元版)が存在することを
示唆する初めての具体的な結果と言え
ます. 本研究の先に, リーマン面の数学
と類似なリーマン「空間」の深い数学
が拓ける可能性もあります.

最近ではM理論の基礎的な側面を見返す機運があり, プリンストン大のPufuらのグループがABJM

理論に共形ブートストラップを適用し, M理論の膜が点粒子につぶれる極限との比較を成功させてい
ます. また東京大学の Hellermannらにより様々な場の理論で 1/J 展開の様相が調べられ共形ブート
ストラップとの関係も議論されています.

しかし, 行列模型レベルでのM理論・ブートストラップ・1/J 展開の全ての要素を兼ね備え, 膜が点
粒子につぶれる極限をとらない本来のM理論的な性質を量子論レベルで調べる研究は未だなされてい
ません. 私の [6, 3]はその先鞭をつけたもので, 問題意識の近い研究が注目を集めつつある現在, 本研
究を遂行すれば膜の量子論的性質をAdS/CFTと行列模型で理解するという大きな流れを作りだせ
るのでないかと期待しています.



３．研究業績について 

・本項目のページ数：4ページ以内 

・本欄には、これまでに発表した論文、著書、招待講演、受賞、産業財産権等のうち、主要なものを選定し、各区分（論文、著書、

招待講演、受賞、産業財産権等）毎に現在から順に発表年次を過去にさかのぼり、通し番号を付して記入してください。なお、学

術誌へ投稿中の論文を記入する場合は、掲載が決定しているものに限ります。 

・例えば発表論文の場合、論文名、著者名、掲載誌名、発表年（西暦）、巻、最初と最後の頁、査読の有無について記入してください。

以上の各項目が記載されていれば、項目の順序を入れ替えても可とします。 

・著者名が多数にわたる場合は、主な著者を数名記入し以下を省略（省略する場合、その員数と、掲載されている順番を○番目と記
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４．応募の動機と白眉研究者としての抱負について 

（以下の各事項について簡潔に記載下さい。なお、本項目については主として第二次審査の面接において使用します。本項目のペー

ジ数は 2 ページ以内とします。なお 2ページの範囲内であれば、必要に応じて各回答欄の大きさを調整いただいて構いません。） 

 

（１）白眉プロジェクトへ応募した理由を記してください。 

・これまでのあなたのキャリアと白眉プロジェクト終了以後のあなたの思い描くキャリアに触れつつ、あなたが本公募に応募した

理由を記載してください。 

本提案の研究は今までの私の研究の集大成的なところがあります. 内容が比較的大掛りで解決すべき技

術的問題も多く野心的なものだと思っています. そのためこの研究を遂行するために 5 年間安定して

雑務がなく, 自由に研究させていただける白眉プロジェクトは大変魅力的です. また, 私の分野では研

究の際人と議論することが非常に重要なのですが, 研究の方向性が近い方が, 基礎物理学研究所と理学

部物理教室に多くいらっしゃるので議論や共同研究の場として絶好の場だと感じています. 近年はしば

らく自分より大分若い方と共同研究しており, 良いものを受けとってもらえたのでないかと思っていま

す. これからも若い方と共同研究したいと思っており日本で最も優秀な若い学生が多くいる京大はその

意味でも大変魅力的です. 基礎研究に対する風当たりの強いなか, 年齢的なこともあり, 安定的に研究

を続ける環境を得ることの難しさを日々痛感しています. 白眉終了後は願わくば力のある若い方のいる

ところで研究を続けていきたいと思っていますが, まずは研究が実質的かつ安定的にできる場を探すこ

とが, 白眉に採用していただいた場合目指さねばならない事の一つだと思っています. 

（２）あなたにとっての理想の研究者像とはどのようなものですか？ 

・あなたにとっての理想の研究者像を簡潔に記載して下さい。 

私は研究者には心掛けが重要だと思っています. 敢えて大きく分けますと, ある種の愚直さ (鈍さ), 徹

底して自分で価値判断する事, 学問的誠実さ, そして独自性です. 今までの経験から私は研究者に一番

重要なのは, 困難にぶつかったとき, 自分の力でどれだけ考え抜き, 立ち向かえるかどうか, だと思うよ

うになりました. これは様々な物事を素早く理解する, 最新のものから古いものまで多くの知識を整理

して身につけている, というような有能さと矛盾はしないもののある意味で対極にある特質だと思って

います. 難しい局面になったとき, 上手く立ち回るよりもむしろ, ある程度の期間自分が物事を「分らな

い」状況にある事に耐え, 先が見えないなか, 自分なりに考えて必死に少しずつでもいいから前進する 

(しようとする) 能力です. もちろん研究している内にでてくる問題には立ち回りの巧さで解決できるよ

うな問題も多いですが, 上に書いたような愚直さがないとできない仕事が非常に良い仕事になるのでな

いかと思っています. 

また, 研究者の重要な仕事の一つが価値判断だと思っています. 今弦理論, 或いは広く物理学では理解

はどの様に進んでいるか, その中で重要な問題は何か, 現状の業界での「流行」は単に流行しているだけ

なのかそれとも今後に残る重要なものを含むのか, 新しく知った仕事, 自分の仕事はどうか, 今後重要

になる分野はなにか, といったものです. またある問題が重要だとしても, 現状使用可能な武器では解

けないこともあります. ある問題に手を出して進展させことができるかどうかにも判断が必要です. こ

のような価値判断には他人の意見を加味する事は歓迎されるけれども, 最終的な判断は必ず自分自身で

行うということが重要だと思っています. 価値判断にもある種の愚直さが必要であると思います. 私は

弦理論が重要なのは, それが自然界の統一理論にいずれ役立つと信じているからで, それ以外の理由 

(新しい数学に役立つ, 物性理論や核物理学の理解に役立つ) には一定の興味深さはあるが, あくまで補



助的なものだと思っています. 統一理論としての弦理論の進展が停滞しているとも言える業界の現状で

もその様な立場をとるのは重要な事だと思っています. 

また価値判断の際に当然ながら学問的誠実さが重要です. 価値判断の際に利己的な要素を持ち込まない. 

競合相手の仕事でも価値を虚心に判断して価値があるならしっかり認める. 共同研究者との議論で自分

に誤りがあれば, それをはっきり認める. 価値判断と離れても, 何が分っているか分っていないか, 自分

にも他人にも嘘をつかない. 基本的な事が分っていなかったらしっかり押える. 等の局面でどこまで誠

実でいられるか, は重要だと思っています. 

最後に独自性です. 私が経験を積むにつれより深く感動を覚えるタイプの仕事があります. それは, 例

えるなら自分だけの道を長い間一人で歩いて思いがけない世界を他者に見せてくれるような仕事です. 

いずれその様な仕事をしたいものだと思っています. その様な独自性のある仕事をするために必要なも

のは上に書いたような心掛けの下, 地道な仕事・努力を積み重ねる事だと思っています. 学問的誠実さを

持って, 徹底的に自分で価値判断をし, 重要で意義があり, かつ成功の見込みのあるテーマを探し, 問題

に愚直に立ち向かう事の繰り返しです. 

今までの仕事の質を落さずに, もっと生産性をあげるにはどうすべきかも, より短期的な目標として考

えています. 巧く立ち回ることによって解決すべき問題はそのように解決する. より多くの人と共同研

究して, 上手く力を借りる. といった事も考えています. しかし, 基本はあくまで心掛けよく, いずれ独

自性のある上に書いたような仕事をしたいものだと思っています. 

（３）一人の研究者として、現在、世界が抱える諸課題の解決に向けてどのような貢献が出来るとお考

えですか？ 

・どのような課題でも結構ですので、簡潔に記載下さい。 

私の専門分野はかなり基礎的で応用的な要素が少ないので, 研究内容が直接人の役立つものになる事は

基本的には無いと思っています. また研究している動機がそのようなものでもありません. 一方で, 多

くの人間社会の問題は特効薬のような何かによって解決に向かうものではなく, 長く時間のかかる地道

なプロセスでのみ解決に向かうものだと思います. そのような方法の中核をなすのが教育だと思ってい

ます. 教育と基礎研究は遠いようで近いもので, 基礎研究をやっている人が教育にも携わることには重

要な意味があると考えています. 基礎研究のレベルが高い社会では, それに引きずられて教育の質もあ

がるという構造があると思います. またレベルの高い基礎研究がある社会では隣接する研究分野も大き

な良い影響を受けます. 基礎研究を真面目にやることが長い目では社会のためになるというのは図々し

いようでいて実は真実をついたことだと思っています. 

 

（４）「准教授」または「助教」を職種として希望された理由を簡潔に記してください。 

 

私の分野で私程度の年齢・業績の場合, 准教授相当の職につくことが多いと考え准教授を希望しました. 

若い人と共同研究する経験も積み, その際に自分が彼の成長に大きく寄与したとの自負もあります. 若

手をひっぱっていける准教授にふさわしい力を持つと自負しています. 

 


